
 

 

 

～ 基 本 目 標 ～ 
 

つなげる 

“支援をつなげる” 

体制づくりの推進 

ひろげる 

“参加・協働をひろげる” 

仕組みづくりの推進 

“暮らしの安全・ 

 安心をまもる” 

環境づくりの推進 

ま も る 

つながる 

“支えあいがつながる” 

地域づくりの推進 

 
岡谷市成年後見制度利用促進基本計画 

岡谷市再犯防止推進計画 

 

2021年度－2026年度 
 

～ 基 本 理 念 ～  

みんなが結びつき 支えあいが重なる 

共生のまちをめざして 
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地域共生社会とは ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の位置づけと計画期間 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　〈市民〉

〈市民〉

　　　〈庁内〉

【相互連携・共有】

第５次岡谷市総合計画
《将来都市像》 人結び 夢と希望を紡ぐ たくましいまち岡谷

《基本目標》 ともに支えあい、健やかに暮らせるまち

地域福祉計画

子ども・若者
育成支援計画

子ども・子育て
支援事業計画

高齢者福祉計画

介護保険事業計画

･高齢者福祉計画部会

・障がい者福祉計画部会

・地域福祉計画部会

地域福祉計画等策定委員会

地
域
福
祉
支
援
会
議

岡谷市社会福祉協議会

（地域福祉活動計画）

障がい者福祉計画

障がい福祉計画

障がい児福祉計画

（成年後見制度利用促進基本計画）

（再犯防止推進計画）

保育園整備計画

教育・環境などの

生活関連分野の

計画や施策

健康増進計画
食育推進計画
自殺対策計画

子ども・子育て支援審議会

 

 

～計画の位置づけ～ 

～計画期間～ 令和３(2021)年度～令和８(2026)年度 【６年間】 

 

 少子高齢化や核家族化の進行など社会構造は大きく変化し、また、近所づきあいの

希薄化や地域コミュニティー機能の低下も懸念されています。さらに、介護や育児、

社会的孤立、生活困窮の問題など市民が抱える課題も複雑化・多様化しています。 

 そこで、子どもから高齢者まですべての市民が、住み慣れた地域で安心して暮らす

ために、『自助』『互助』『共助』『公助』の４つの力をあわせて、ともに支えあう地域

づくりをめざしています。 

近隣の親族や住民 

『互助』 

 

住民同士の助けあい 
自発的なボランティア 

市民の皆さん 

『自助』 

 

自分自身や家族で 
できることに取り組む 

地域の支援団体 

『共助』 

 

区や福祉関係団体など 
地域での支えあい 

行政など 

『公助』 

 

社会福祉サービスなど 
公的な支援 

(例) 
介護予防のために運動 
防災グッズを常備 
３密を避けて感染対策 

(例) 
隣近所での声がけや 
見守り、雪かきなど 
フードドライブへの協力 

(例) 
区、サポートセンター、 
地区社協、民生児童 
委員などの福祉活動 

(例) 
自助・互助・共助では 
対応できない、公的な 
生活保障や社会福祉制度 
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岡谷市の現状 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉アンケートから ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 27（2045）年の推計では、本市の年齢別の人口構成は逆三角形の形となり、高齢化率は 44.3％と

見込まれています。人口減少および少子高齢化の進行が読み取れます。 

 近所づきあいについて、若い世代 

ほど「日頃から助け合っている」  

「気の合う人とは親しくしている」 

との回答が少なくなっています。 

地域で助けあう意識の醸成が求め 

られます。 

 地域福祉に関する市民アンケート

結果においても、「少子高齢化」を 

課題とする回答が多数を占めて   

います。さらには、「空き家対策」 

「担い手不足」といった課題が  

続いています。 

地域福祉を担う団体の皆さん 

からも同じ意見や、切実な声が  

聞かれます。 

※このアンケート調査は、18歳以上の市民 1,200人を
対象にご協力をお願いし、令和元年度に実施しました。 
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80～84歳

85～89歳

90歳～

男性 女性 (人)

(人)

令和27年（2045年） 岡谷市の人口ピラミッド推計

（男性15,473人／女性16,052人 合計31,525人）

資料：国立社会保障・人口問題研究所の推計

56,785 
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23.9%

28.2%

32.3%
34.4%

35.1%

36.4%
38.5%

42.0%
44.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成12年

(2000年)

平成17年

(2005年)

平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

令和2年
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(2025年)

令和12年

(2030年)

令和17年

(2035年)

令和22年

(2040年)

令和27年

(2045年)

総人口

高齢化率

(人) (％)

岡谷市の人口と高齢化率の推移と将来推計

資料：令和2年まで…4/1現在長野県毎月人口異動調査 （総人口は年齢不詳人口を除いた総数）

令和7年以降…国立社会保障・人口問題研究所の推計

49.5%

20.3%

10.0%

47.2%

76.4%

70.0%

3.3%

3.3%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代以上

40歳～50歳代

30歳代以下
n=50

n=123

n=305

助け合っている・親しくしている

立ち話する・あいさつ程度はする

ほとんどつきあわない・その他

近所づきあいの年代別

資料：岡谷市 アンケート調査

5.4

4.5

5.4

8.7

11.8

17.6

26.7

30.6

43.4

63.2

81.8

0 20 40 60 80 100

その他・無回答

騒音や衛生などのトラブルがある

事故や犯罪が増加している

手助けをしてあげたくても関わり方がわからない

近所に誰が住んでいるかわからない

区への未加入者世帯が増えている

地域の活動に参加する人が少ない

役員の担い手が見つからない

空き家が増えた

子どもが少なくなっている

若い世代が減り高齢者が多くなっている

n=484

地域で課題となっていること

(％)資料：岡谷市 アンケート調査
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推進する施策 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

市民のだれもが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域住民がともに支えあい地域共生社会

の実現をめざすための意識の醸成を図ります。 

また、地域における各種団体と専門機関等との協働や連携を推進するとともに、地域福祉活動を 

推進する人材の確保と育成に努め、支えあいがつながる地域づくりの推進に努めます。 

●主要施策１ 支えあいの基盤づくり 

(1)地域共生社会への意識の醸成 (2)福祉教育の推進 (3)男女共同参画の推進 

●主要施策２ 地域の担い手の育成  

(1)地域福祉の担い手づくり (2)ボランティア活動等への支援 

●主要施策３ 支えあいのネットワークづくり  

(1)地域におけるネットワークの強化 (2)専門機関・団体等との協働・連携の推進 

 

 

 

地域住民の多様な生活課題等に対応するため、福祉サービスなどの情報提供の充実を図るとともに、

相談体制の強化を図り、包括的な支援体制の整備を進めます。 

また、地域課題解決の中核を担う地域サポートセンターの活動の充実を図り、地域コミュニティー

の活性化と地域力の強化に取り組み、支援をつなげる体制づくりの推進に努めます。 

●主要施策１ 包括的な支援体制の構築  

(1)福祉サービスなどの情報提供 (2)分野を横断する相談体制の充実 

(3)多機関の協働による支援体制の構築 

●主要施策２ 地域コミュニティーの活性化と地域力の強化 

(1)地域サポートセンター活動の充実 (2)地域で活動する団体等の連携 

●主要施策３ すべての市民の多様な地域生活課題への対応 

(1)生活困窮者等への支援 (2)子どもや高齢者、障がい者への支援 

(3)自殺対策の推進 (4)福祉サービスの質の向上 

～つ な が る～ 

基本目標１ “支えあいがつながる”地域づくりの推進 

～つ な げ る～ 

基本目標２ “支援をつなげる”体制づくりの推進 

 

重点項目 

重点項目 

重点項目 
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地域住民が地域において、地域活動を積極的かつ主体的に行えるよう、そのきっかけづくりと参加

しやすい環境づくりを進めます。 

行政や地域住民、各種団体等と連携して、地域における見守り体制の充実を図るとともに、岡谷市

社会福祉協議会と連携を深めながら事業を展開するなど、地域活動への 

参加・協働をひろげる仕組みづくりの推進に努めます。 

●主要施策１ きっかけづくりと参加しやすい環境づくり 

(1)地域活動へのきっかけづくり (2)交流の場、活動の場づくり 

●主要施策２ 見守り体制の充実 

(1)地域における見守り体制の充実 (2)関係機関と連携した見守り支援の強化 

●主要施策３ 関係団体等との協働 

(1)社会福祉協議会との連携・協働 (2)関係団体との連携・協働 

 

 

 

だれもが安全に安心して地域で暮らすために、個人の権利が擁護されるとともに、災害や犯罪、  

事故などを未然に防ぐ体制整備や取り組みを進めます。 

また、すべての人が暮らしやすい生活を送るために、ユニバーサルデザインやバリアフリーの  

考えに基づいた環境整備を行い、ノーマライゼーションの理念の普及と福祉のこころの醸成を図り、

暮らしの安心をまもる環境づくりの推進に努めます。 

●主要施策１ 権利擁護の推進 

(1)成年後見制度の利用促進 (2)権利擁護体制の充実 

●主要施策２ 防災・減災、防犯対策の充実 

(1)災害時の支援体制の充実 (2)防犯対策の充実 

●主要施策３ 感染症対策の推進 

(1)新型コロナウイルス感染症など感染予防の推進 (2)生活への影響に対する支援 

●主要施策４ ユニバーサルデザインのまちづくり 

(1)福祉のこころの醸成 (2)暮らしを支える環境の整備 

～ひ ろ げ る～ 

基本目標３ “参加・協働をひろげる”仕組みづくりの推進 

～ま も る～ 

基本目標４ “暮らしの安全・安心をまもる”環境づくりの推進 
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「ともに支えあい、健やかに暮らせるまち」をめざして □■□■□■□■□ 

まずは、「私たちの暮らしは、これからどう変わっていくのだろう」「安全で安心して 

暮らすために、自分でも力になれることはあるかな」と意識してみることから始まります。 

特別なことと考え過ぎないで、できることから、さりげなく実践してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見制度利用促進 
基本計画 

 

成年後見制度の普及啓発に努め、必要な方

の利用につなげます。また、地域連携を 

強化し、担い手確保などの課題に取り組み

ます。 

再犯防止推進計画 
 

「犯罪のない安全なまち」「だれもが安心 

して健やかに暮らすことのできるまち」 

「立ち直ろうとする人をみんなで支える 

まち」をめざし、取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～つ な が る～  

地域の担い手の育成 
 

 

・ 若年層、団塊の世代など多くの市民に

働きかけ、地域福祉に関心を持ち、 

参画してもらえるよう取り組みます。 

・ 地域の中で、人材の発掘や育成に  

つながる活動を支援します。 

・ 社会福祉協議会と連携し、ボランティア

活動参加のきっかけづくりに努める 

ほか、各種団体を支援します。 

～つ な が る～  

支えあいの 
ネットワークづくり 

 

 

・ 各区の課題や実践例を共有し、有機的

なネットワークの強化に努めます。 

・ 見守り活動の充実を図り、多くの支援

が重なるように取り組みます。 

・ 相談窓口や専門機関等の連携を深め、

地域全体で支える体制を整えます。 

～つ な げ る～  

包括的な支援体制の構築 
 

 

・ 市民に公平かつ確実に伝わるよう、 

多様な媒体を活用し、幅広い情報提供

に取り組みます。 

・分野を横断した重層的な相談・支援 

体制の充実を図ります。 

・支援機関の間のつながりを強化し、 

協働で支援に努めます。 

第４次岡谷市地域福祉計画【概要版】 
発行日 2021年３月  発 行 岡谷市  編 集 健康福祉部 社会福祉課 

〒394-8510 長野県岡谷市幸町 8-1 電話：0266-23-4811(代表) FＡＸ：0266-22-8492 

隣のおばあちゃん、万一の災害に備えて 

「避難行動要支援者登録」の支援者を 

わが家にお願いしたいって 

障がい者就労施設の物品販売会で、 

素敵な品物を見つけたよ 

使わないタオルセットが 

あるから、福祉バザーで 

有効活用してもらおう!! 

地域サポートセンターで、子どもたちに昔の 

遊びを教えてくれる人を探しているそうだよ 
向かいのお宅、新聞が郵便受けに溜まったまま!? 

具合でも悪いのかな、声を掛けてみようか 

子育てが一段落したから、 

ファミリーサポート事業の 

提供会員に登録してみようかなぁ 

地域福祉 

計画と 

一体的に 

推進します 

『ふれあいたいむ』って、知ってる？  

庭仕事をしながら、子どもたちの通学を 

見守ることでも力になれるんだね 

ご近所のおじいちゃん、最近、元気がないから 

地区のいきいきデイへ誘ってみたらどうだろう 


